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1．趣　　　　旨

本調査は夏季罷南海区より東北海区の範洞を索餌を目的に北上河港する匪賓漁について1本

菜試験を行い、漁況及び海況要因及びその相関性、洞脾状況等につき調査研究し、鰹漁業の発

寄与する為本試験を実相した。

2．方　　　　法

111咽　　　　仰

（2）海　　　　区

（初使　用　給

仕）乗　組　員

（5）漁　　　　具

（6）試　験設　備

昭和26年6月29　8より昭和26年9月　4　日に至る開

扉南海区．東北海区

調査船茨城丸（捻屯数116官90　主簡閲ディーゼル　250汗）

船長以下47名

1本釣漁具

ィ．鶴鼠清1幾製電動測深儀一式

ロ．ナンゼソ型転倒採水器

ハ．サヒクー式　クー＋・ク　寒暖計

ニ・㊧改プランクトンネット

示．ラバーネット及コシ網各

へ．傾　角　度　板

トセヅキー透明度坂

チ．フォーレル水色計
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3・鱒　　　週
毎料一次航海

7　月3日鴨川出港し．今次航海は硫岸島近海の漁場調査を実施する為、伊豆七島沿いに海

渕を実施し乍ら一路南下したが、小笠原附近海区に重わ水温280Cの急激な水温上昇を見た為

姐死滅の廃れが濃厚になったので同海区の調否を一応打切り針路反転した○その後横断海洋観

実施しつつE1520N370附近海頂のカツヲ漁場に向け北上調査し7月11日より同海区附姓で約

0課の釣連を得た。同海区は吸付、素群大群が軋られ、消況を呈したが析鰻多最死威し漁獲威

芳しくなかった。その後那珂湊E5二・0浬の海洋親測を実施し那珂柊に7月16日帰港した8

富　第二次航海

南下寒流に両側を圧迫され乍ら北上する暖流水帯のN370～E14う○～1488附近海偏の極めて

潮境間に今航海の本風船は集結操業して居たが．茨城丸はN350E1530附近海直の調黍に当つ

同海国は前航海と略同様の海況を呈し、水温220～240Cからなる可成り優勢な暖水帯の範囲
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あって附近一帯匠水深260C級の水塊ギ、混在し、サメ付カツオ群が最も多く、累群がこれに次ぎ鯨

付も多く発見されたが、裾才一汚く、同甘寵で鮮3，145賢を釣持して、7月29日那珂湊に帰治した〇

g第三次癒海

7月31日一邦珂湊を出港、鴨川で前場を積み込み前漁場より西側化方漁場に当る南下寒流水澤の

入込み海区N380－40QE147㌧－1姻0の附近一帯な調査した。同柿間は水だこ　22〇一240C級を主と

する極めて複雑な海況閑にあってサメ付．素群の移しい鰹魚群に遭遇したが餌は全くなく、匪鋪0

洋を釣推したのみで、8　月15　日珊珂湊に帰結した。

S　第4次航海

日月19即勝目粧濃沿岸言わに北上塩笹崎Ll（）0潤すl産で巽腔及．F対許羊を発射ノ、かフォ2・300貫

釣穫したり同海桐は北上畷沼や郎登と下菅水温の急激な水温下掛こ作い、中郡こ著しい潮境を形成

し楕めて複雑な海況を二呈して培た。そ揖後）王に調査　El・45L730′N39の45／㈲・5与及　E147J41′－N

400の附近海掛に於て紋付素群のカツオ群を発見したが、剛寸全く悪く10咽及び350貢の釣蓮を

得たのみに終った。開拓耶間査終了後E155仁一156－N42′薄情の押合のカツチ漁場も調査すべく調

在した。29日42・）385－42’45′N155、43／一156JE附近で調査操業したが締付響く200臥その後秋刀

魚漁場一狩調蚕に劉11づる鶉予定より早く同港憧附近より丘よりに調査し9月3白那珂湊に入港し

旅：。

4．海　況　と　漁　況

7月上旬より9月上旬に至る間、豆甫路上柘，常絵海鼠東北粘菌に放ける海況漁況▲に？いて調

査船茨城丸並各種の報告を綜合考察すれば概宴攻の通りである○碑水温分布図（表暦水温）一並漁場

図については本場及び関係各所の報告より各旬毎に園示した○

富　7月上中旬の擬餌と漁況

接岸し乍ら北　てる水温1■〝22〉Cの黒潮暖流は金華山沖に達し同海即’伯よりNEより拓北
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H E146■N39030／田近に達して居る構成であ

る。この東側に当る梅園E1470－1520N380附

迫よりSWに入わこむ冷水帝は両側の暖水城を

動く匠迫してE】440N34030′　附近海匠まで南

下して居り、各海慣共機めて強勢な冷水帝の伸

長に件0、、北上暖水帝の分布範囲が極度に妨げ

られて居る。

今旬東北海匿に於けるカツヲ主漁場は　E143

仁一1470N34ロ30′－36030′の附近一倍で水温

21q－230C級の水塊が各所に混在し．特にE14

50－1460附近はNEに走る著しい湖埠を形成し

て揺り、トリ付、サメ付鮭群及びトリ付のピンナ

ガ群が多く発見され．同海区に於ては本県船も

かたり良い釣埠を得た二一万沖合の鮭漁場は

E149㌧・一1520N368を中心、とした：〕付近iT湖山帝にある諦沌順庵犬吠埼からENEに伸長した暖水帯の

覚端と思ばれる水も昆2上C一一：ご3〔Cにおははれ鉛直分和もかなり堰雅た海況を示し／・サメ付・鳥付大群

が各所に発見されト町掛緩葵省控相当”漁獲せあげた。檎調和匪掛澗は攻城丸第1次航海の操菜海
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歯に当わ■活組死滅其の他臨月の悪免件に遭遇し乍らも約2，00帽の釣狸を得て居る。

き7．月下旬の海況と漁況

親潮南下寒流は前月に引続き．依然として威勢である。即ち講和附江より接ぷL乍ら金華山沖に

蓮するものと．襟裳岬東方150洪！の沖合附近より　SSEに伸長する雨下′ヰ三流があって各挽：匿黒潮分

布範囲を強く比迫して居り．衣悟では平年前年より1㌧－2㌧じ低い。之領袖j冷水帯に件ふ広範囲な
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南下冷水帯分布は極めて複雑な潮境を

形成して居り．特に金華山沖のE14

4ローE1490に至る100町以深の下際水

温は平年前年より可成り低温を示し、

親潮潜流の影響が強い様である。

北上暖水帝は犬吠沖100浬附近を北

上し金華山沖に達し、要に金華山沖よ

り　E　よりに方向を輸じているものと

犬吠埼300浬附近をNEに北上して居

る二分岐が見られるがいづれも冷水帯

に強く艇過されて居る。この為金華山沖には暖寒価水管の著し小技隅部を形成して居りこの南間の

噴水帯に北上カツタ獅董群が各所に襲昆され鞘好漁場となって摺る。沖合のカップ漁場は前日と略

向戒め海況を示し、水温21。一240C級から成る附近一帯はサメ付、索群の大群が各所で牽見され

餌付′も楷良好であった。茨城丸は第1‡欠航海に引続いて南海置附近を調香し約3，200貫の釣狩を

得た○

§8月上中旬の海況と漁況

今旬に入り南下する親潮冷水澤は大分かとろへこの恭一各港瞑共全般に広範な舐温分布を示した○
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即ち南下寒流は前1lJと哨同様の流離せ

示すが、水温19cc級の水帯は39030

′以北に後退し、三陸沖では全般に20

－30C界湿して居る。伊線描儲凍藻

拝し乍ら金華山沖に達する滑律の暖水

帝と金華山沖200－300浬をNEに伸長

する黒潮流域は前句に比較しその勢力

はかなり強勢で、千年、前年より高く

水温230－240C級の鋭い潮J覚を各所

に形成して居る。この為前月　360N繰

上にあったカップ］‾漁場は今旬に入り

N380－40′E141°－148°附近一帯に移動した。同海匿附近は200－－240Cより成る著しい潮境と共

に漁獲も活況を呈した。

g宵月下旬9月上旬の海況と漁況

‾南下寒流は各所でかなわ勢力を増して居る。沿岸の南下寒流は前年よりかなり接岸し乍ら金華山

沖に達し．又E1480N430附妃より　SWに走る寒流も前年に比較L著しく襲謹して居るL一方沖合の

寒流勢力も著しく伸長し、北上暖水帯を強く鵬適して平均20C内外の水温降下を示している。これ
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ら寒流の強勢に伴ひ今旬のカップ漁場も横めて鉄管な湘堵線上に如ゝれている○特にE1530以東

沖合の海笹ではこの・現条が

勝者で水温19●－220C級

の水帝ではサンマ群と共に

カツヲ群が相当牽見され

た。一般に各カツヲ操業船

は沖合のE153●以東の海区

とE145●からE149°附近海

笹の二漁場に集結操菓して

ゐる模様であるが．餌付不

良である○
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